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【目的】 
 現代社会は、IT技術の急速な発達、少子高齢化による社会構造の変化などといったさまざま
な要因によって、個人を取り巻く環境が著しく変化している。そして、それらの変化に適応し
ようとするときに、内部ストレスという緊張状態が生じる。現代が「ストレス社会」と呼ばれ
理由もそこにあると考えられ、ストレスに適切に対処することが重要である。 
 ストレス対処の理論として、近年、健康生成論の中核概念である首尾一貫感覚（Sense of 
Coherence: SOC）がWHO のヘルスプロモーションの基礎理論として高い評価を受け、注目
されている。健康生成論は、Antonovsky が強制収容所から生還した更年期女性を対象とした
研究の中から、過酷な経験でさえも自らの人間的な成長や成熟の糧にして前向きに生きている
人々の特性を検討し、構築した理論であり、「要因」と「機能」によって説明されている。SOC
の形成要因には、良質の人生経験および汎抵抗資源（ストレッサーの回避に役たつあらゆるも
の。generalize resistance resources; GRRs）があるとされ、SOCの機能には、精神健康への
直接効およびストレッサーが精神健康に及ぼす影響を緩衝する効果があることが、多くの先行
研究によって明らかにされている。 
 一方、中年期は人生の半ばにあたり、時間的展望のせばまりや、死を意識するようになり、
心理的な葛藤に晒され、不安定な時期であると考えられている。そして、いくつかの縦断研究
からは中年期に経験するストレスが、高齢期の心身の健康と関連することが明らかにされてい
る。また、女性は更年期症状など身体の変化が大きく、ライフコースの複雑さから男性とは心
理的・社会的特質には違いがある。そして、中年期女性は性別・年齢層別にみても、悩みやス
トレスを感じている者の割合が約 6割と最も高く、ストレスフルであるといえる。 
 中年期女性においては、SOCの要因とされる良質の人生経験には、中年期の発達課題とされ
るGenerativityが、GRRsには、女性の精神健康にその豊かさが関連していることが示されて
いるソーシャル・キャピタル（Social Capital; SC）が推測できる。また、ストレッサーは複数
あり、SOCがストレッサーの種類や SOCのレベルによって、機能に違いがあることが考えら
れる。 
 そこで、本研究では、中年期女性を対象として、①SOCの要因とされる良質の人生経験には
Generativity を、GRRs には SC を取り上げ SOC の要因を、②ストレッサー尺度を作成し、
SOC の精神健康との関係、およびストレッサー緩衝効果についてストレッサーの種類、SOC
のレベルごとに分けて、SOCの機能を詳細に検討し、SOCの仮説検証を行った。 
 
【対象と方法】 
 本研究では、2015年 1月に住民基本台帳より各年齢 50名ずつを層化無作為抽出した東京都
杉並区に住む中年期女性（45～64歳）1,000名を対象として、無記名自記式質問紙調査を郵送
法にて行った。調査項目のうち、SOCには「13項目 7件法版 Sense of Coherence Scale」を、
精神健康には「K6 Scale 日本語版」を、Generativity には「Generativity 行動尺度」を、
SC には「主観的ソーシャルキャピタル尺度」をそれぞれ用い、ストレッサーについては新た
に尺度作成を行い、用いた。 
 
【結果と考察】 
① SOCの要因 
 都市部在住の中年期女性のGenerativityおよび SCと SOCとの関係を明らかにし、SOCの
要因モデルを検討した。その結果、Generativity行動の実践は「良質の人生経験」となって直
接 SOCを形成する要因となっていることが考えられた。また、SOCが高いことは SCを含む
「GRRs」の豊かさにつながり、その豊かさが「良質の経験」を提供し、SOCを形成するとい
った循環モデルが示された。 
 
②SOCの機能 
 SOCの機能について検討するため、中年期女性のストレッサー尺度を新たに作成した。スト
レッサー尺度として「夫との関係」「老後の心配」「ワークライフバランス」「友人関係」「健康
の問題」の 5因子 17項目が抽出され、尺度の信頼性と妥当性が確認された。SOCの機能を検
討するために、作成したストレッサー尺度を用いて、ストレッサーの種類、SOCのレベル別に
精神健康との関連を検討した。その結果、すべてのストレッサーにおいて、SOCは精神健康と
直接関連していた。また、SOC 高群では「老後の心配」「ワークライフバランス」「友人関係」
ストレッサー、SOC中群では「友人関係」ストレッサーの精神健康に対する緩衝効果が認めら
れ、SOC が低い場合には緩衝効果は認められなかった。「健康の問題」ストレッサーについて
は、緩衝効果は認めにくかったが、SOCのレベルによって精神健康に対する緩衝効果に大きな
相違を認めた。「夫との関係」ストレッサーについては SOCの緩衝効果は認められなかった。 
 したがって、SOCは精神健康と直接関連していること、ストレッサーの種類および SOCの
レベルによって緩衝効果に違いがあり、夫婦関係や健康に関する SOC による対処は難しいこ
とが明らかになった。 
 
【結論】 
 本論文では、中年期女性の SOC の要因および機能について、SOC の仮説理論に基づいて、
詳細かつ包括的に検討した。その結果、「良質な人生経験」として Generativity が、「GRRs」
として SCが SOCと関連していた。直接的には「良質の経験」が SOCと関連していたが、高
い SOCが「GRRs」と関連し、豊かな「GRRs」によって「良質の経験」が提供され、SOCを
形成する循環モデルが示された。また、SOCの機能には、精神健康と直接関連があった。そし
て、老後の心配、ワークライフバランスおよび友人関係に関するストレッサーについては SOC
による対処は効果的だが、健康の問題や夫婦関係のストレッサーといった個人の認知や努力だ
けでは対処しきれないストレッサーには SOCによる対処が難しいことが示唆された。 
 本研究では、わが国の都市部在住の中年期女性を対象にして、SOCの仮説理論を基に「要因」
と「機能」について、包括的かつ詳細に検討した初めて実証解明した。中年期女性の SOC の
向上と精神健康の保持増進に寄与するものとして、大きな意義があるといえる。 
